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Ｏ
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筑 紫 丘
高 等 学 校
同 窓 会
公式LINE
アカウント
　このたび、同窓会の
活動をより多くの世代
に届けるために広報委
員会の尽力により、筑
紫丘高校同窓会公式
LINEアカウントが開
設されました。
　不定期配信ではあり
ますが、同窓会からの
お知らせを皆さまのお
手元にお届けします。
　ぜひQRコードから
登録をお願いいたしま
す。

　

同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
同

窓
会
年
会
費
２
，０
０
０
円
の
ご

負
担
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
ご
負

担
を
お
願
い
す
る
主
な
理
由
は
以

下
の
３
つ
で
す
。

１
．
現
在
の
同
窓
会
運
営
費
は
ほ

ぼ
全
額
在
校
生
の
負
担
に
よ

り
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と

２
．
少
子
化
に
よ
り
将
来
的
に
同

窓
会
運
営
が
困
難
に
な
る
こ

と
が
予
見
さ
れ
る
こ
と

３
．
２
０
２
７
年
に
創
立
１
０
０

周
年
を
迎
え
る
も
の
の
、
資
金

的
な
余
裕
が
な
い
こ
と

　

皆
さ
ま
に
ご
負
担
を
強
い
る
こ

と
は
大
変
心
苦
し
い
こ
と
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
是
非
ご
理
解
賜
れ

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

加
え
て
、
同
窓
会
年
会
費
ご
負

担
の
際
は
、是
非「
Ｇ
Ａ
Ｏ（
ガ
オ
）

カ
ー
ド
」
※
で
の
年
会
費
支
払
登

録
を
お
願
い
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

大学等合格者数
（　）内は現役　令和5年4月14日現在

種別 大学名 令和５年 令和４年 令和３年

国
立
大
学

九 州 大 103（77） 103（77） 108（83）
佐 賀 大 34（27） 27（22） 18（14）
九 州 工 大 19（17） 22（18） 20（11）
熊 本 大 14（11） 18（13） 15（11）
京 都 大 11（8） 3（2） 8（5）
大 阪 大 11（6） 24（16） 9（7）
長 崎 大 7（5） 16（11） 13（11）
神 戸 大 6（4） 4（1） 5（4）
福 岡 教 育 大 5（4） 7（7） 9（8）
山 口 大 5（3） 6（4） 2（0）
千 葉 大 5（3） 4（2） 0（0）
横 浜 国 立 大 5（2） 1（1） 4（2）
東 京 大 4（3） 3（2） 8（4）
東 京 工 業 大 4（3） 2（1） 2（1）
東 京 外 大 4（3） 3（3） 3（3）
北 海 道 大 4（1） 6（5） 3（2）

公
立
大
学

福 岡 女 子 大 15（15） 15（15） 15（15）
北 九 州 市 立 大 4（3） 8（6） 2（2）
国公立大学合計 300（218） 321（227） 293（213）

私
立
大
学

福 岡 大 190（148） 141（84） 156（110）
西 南 学 院 大 138（119） 171（144） 191（163）
立 命 館 大 74（51） 134（61） 77（44）
同 志 社 大 35（22） 64（35） 42（24）
関 西 学 院 大 29（22） 19（8） 9（6）
明 治 大 18（11） 22（16） 20（7）
早 稲 田 大 18（11） 20（13） 11（3）
法 政 大 18（8） 19（8） 3（1）
東 京 理 大 12（3） 23（7） 17（5）
立 教 大 11（6） 5（3） 3（3）
中 央 大 10（6） 14（4） 21（11）
青 山 学 院 大 9（5） 2（1） 10（2）
近 畿 大 9（4） 25（15） 13（2）
中 村 学 園 大 7（7） 5（5） 2（2）
国際医療福祉大 6（5） 17（8） 6（4）
関 西 大 6（5） 31（16） 9（6）
慶 応 義 塾 大 5（3） 7（3） 13（5）
京 都 女 子 大 5（2）
東 洋 大 5（2）
武 蔵 野 美 大 4（4）
久 留 米 大 4（2）
九 州 産 大 4（2）
日 本 大 4（1）
芝 浦 工 大 4（1）
私立大学合計 689（485） 832（483） 728（492）

大学校・短大・専門学校等 16（15） 14（10） 12（12）
総　計 1,005（718） 1,167（720） 1,033（717）

※合格者数３人以下は省略

「難関国立10大学」合格147人
　コロナ禍の混乱は間もなく収束を迎えようとしています。卒
業式から人数制限を設けずに実施されたことは、筑紫丘高校
でも転換点となったように感じます。
　さて、昨年度の大学入試で特筆すべきは、「大学入試共通テ
スト」の難易度は、前身の「大学入試センター試験」の難易度
と比べて今後も高止まりになる事前予想が現実になったことで
す。確かに一昨年度の難易度と比べて受験者平均が上昇した
教科・科目が大部分でした。しかし、探究活動、学習過程を
題材にした問題や現実事象の問題、複数資料を検討する問題
など高い情報処理能力を受験生に求めている傾向は変わりま
せんでした。
　この状況にも関わらず、75回生は学年所属の先生方はもとよ
り学校一丸となって、高い志をもって最後まで粘り強く頑張っ
てくれました。九州大学をはじめ東大・京大を含む旧帝国大学
及び東工大等を合わせた「難関国立10大学」の合格者も例年
通りの素晴らしい実績を残してくれました。　　（進路指導部）
※難関国立10大学は以下の通りです。九大、阪大、京大、東大、
一橋大、神戸大、名古屋大、東工大、北海道大、東北大

※
：「
Ｇ
Ａ
Ｏ
カ
ー
ド
」
と
は
、

筑
紫
丘
高
校
同
窓
会
専
用
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｏ
カ
ー
ド
の
大
き
な
特
徴

は
以
下
の
４
つ
で
す
。

①
発
行
さ
れ
る
カ
ー
ド
は
デ
ジ
タ

ル
カ
ー
ド
（
ス
マ
ホ
上
の
ア

プ
リ
）
と
そ
の
対
と
な
る
フ
ィ

ジ
カ
ル
カ
ー
ド
（
所
謂
普
通
の

カ
ー
ド
）
の
２
つ

②
カ
ー
ド
自
体
の
年
会
費
は
永
年

無
料

③
申
し
込
み
か
ら
発
行
ま
で
ス
マ

ホ
に
て
完
結

④
カ
ー
ド
発
行
後
に
同
窓
会
年
会

費
支
払
登
録
※
※
を
し
て
頂
く

こ
と
に
よ
り
同
窓
会
年
会
費

の
ス
ム
ー
ズ
な
集
金
が
可
能

に

年
会
費
納
入
に 
ご
理
解
を

原
田
ゆ
み
子（
高
20
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
滞
っ
て
い

た
私
た
ち
の
生
活
も
日
常
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年
の
入

学
式
は
、
保
護
者
の
方
も
講
堂
で

の
参
加
が
可
能
と
な
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
以
前
に
近
い
形
式
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
４
４
０
名
の
新
入
生

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
中
学
へ

の
入
学
式
も
な
か
っ
た
世
代
。
め

で
た
く
入
学
式
を
迎
え
た
新
入
生

が
ま
ぶ
し
く
見
え
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
通
常
の
学
校
生
活
に
よ
り
、

充
実
し
た
時
間
を
送
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

校
舎
の
全
面
建
て
替
え
工
事
も

順
調
に
進
ん
で
お
り
、
昨
年
の
本

館
棟
に
引
き
続
き
、
南
棟
が
今
年

12
月
に
完
成
し
ま
す
。
そ
の
後
、

北
棟
、
体
育
館
棟
の
順
に
建
て
替

え
工
事
が
進
み
、
創
立
１
０
０
周

年
に
あ
た
る
２
０
２
７
年
に
は
全

面
竣
工
の
予
定
で
す
。

　

１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

て
は
、
校
舎
の
全
面
建
て
替
え
工

事
が
完
了
す
る
の
に
あ
わ
せ
て
、

魅
力
あ
る
学
校
設
備
と
し
て
グ
ラ

ウ
ン
ド
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め

人
工
芝
の
設
置
な
ど
の
環
境
整
備

事
業
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
昨
年
、
公
益
財
団
法
人
と
な

り
ま
し
た
筑
紫
丘
高
校
同
窓
会
奨

学
財
団
に
は
。
多
く
の
皆
様
か
ら

ご
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業
で
も

奨
学
財
団
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

生
徒
た
ち
を
応
援
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
母
校
の
今
後
１
０
０

年
に
向
け
て
の
発
展
と
生
徒
た
ち

の
将
来
へ
の
夢
を
応
援
す
る
た
め
、

同
窓
会
で
は
こ
れ
か
ら
募
金
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
同
窓
生

会
長
あ
い
さ
つ

の
皆
様
方
お
一
人
お
一
人
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

同
窓
会
年
会
費
の
納
入
に
つ
い

て
は
、
再
度
の
お
願
い
に
な
り
ま

す
が
、
新
た
に
導
入
し
た
Ｇ
Ａ
Ｏ

カ
ー
ド
を
積
極
的
に
ご
利
用
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
の
同

窓
会
活
動
の
た
め
、
ご
理
解
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
の
森
田
一
義
会
長
の
も

と
、
同
窓
生
み
ん
な
の
力
を
結
集

し
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
現

の
た
め
、
同
窓
会
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

GAOカード
発行用
QRコード

※
※
：
年
会
費
支
払
登
録
漏
れ
が

散
見
さ
れ
ま
す
。
左
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
Ｐ
７
を
ご
参
照
下
さ
い
。

GAOカード
マニュアル
QRコード

　

同
窓
会
年
会
費
支
払
登
録
後
す

ぐ
に
２
，０
０
０
円
の
引
落
が
実

行
さ
れ
ま
す
が
、
初
年
度
に
つ
き

ま
し
て
は
約
４
カ
月
後
に
登
録
者

に
２
，０
０
０
円
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
。
加
え
て
同
窓

会
に
３
，０
０
０
円
の
協
賛
金
が

入
り
ま
す
。
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様
子
は
、
熱
く
深
い
思
い
が
後
輩

へ
受
け
継
が
れ
る
光
景
に
見
え
ま

し
た
。

　

筑
高
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
同

窓
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

◇　
　
　

◇

�

副
校
長　

宮
本　

智
朗
（
高
38
）

　

令
和
２
年

４
月
か
ら
三

年
間
、
管
理

職
と
し
て
母

校
で
勤
め
る
ご
縁
を
い
た
だ
き
、

同
窓
会
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
三
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
の
休
校

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
教
育
活
動

を
再
開
し
た
後
も
、
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
に
様
々
な
制
約
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
生
徒
へ
の
思
い
に
溢
れ

る
先
生
方
の
熱
意
や
、
困
難
な
状

況
の
中
で
も
知
恵
を
絞
っ
て
学
校

行
事
を
工
夫
す
る
生
徒
の
姿
な
ど
、

　

こ
の
春
の
人
事
異
動
で
、
管
理
職
で
は
山
本
博
康
校
長
が
、
県
教

育
委
員
会
教
育
監
に
異
動
し
、県
教
育
委
員
会
よ
り
、渡
邊
啓
明
（
ひ

ろ
あ
き
）校
長
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
宮
本
智
朗（
と
し
あ
き
）

副
校
長
が
博
多
青
松
高
校
副
校
長
に
転
出
さ
れ
、
後
任
に
筑
紫
高
校

よ
り
富
田
順
二
副
校
長
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
異
動
は
表
の
と
お
り
。

学
　
校
　
人
　
事

着
任
あ
い
さ
つ

前
校
長　

山
本　

博
康

　

今
春
の
人

事
異
動
で
教

育
庁
へ
転
出

と
な
り
ま
し

た
。
５
年
前
の
教
頭
勤
務
と
同
じ

く
わ
ず
か
１
年
間
で
し
た
が
、
原

田
会
長
は
じ
め
同
窓
会
の
皆
様
の

ご
支
援
に
恵
ま
れ
、
学
校
経
営
に

専
心
す
る
環
境
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
波
を
３
度
受

け
た
令
和
４
年
度
で
し
た
。
そ
の

中
に
あ
っ
て
も
生
徒
の
活
動
が
活

気
に
満
ち
た
も
の
と
な
っ
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
活
動
を

様
々
な
形
で
支
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
昨
年
７
月
の
２
年
生
の
東

京
・
京
都
研
修
で
は
首
都
圏
同
窓

会
、
関
西
支
部
の
皆
様
に
た
い
へ

ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
熱
心

に
先
輩
方
と
お
話
を
す
る
生
徒
の

変
化
と
創
造

�

校
長　

渡
邊　

啓
明

　

原
田
ゆ
み

子
会
長
を
は

じ
め
筑
紫
丘

高
校
同
窓
会

の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
本
校
の
教

育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
山
本
前
校
長
の
後
任
と
し
て

県
教
育
庁
教
職
員
課
か
ら
着
任
い

た
し
ま
し
た
。
県
下
に
誇
る
歴
史

と
伝
統
を
有
し
た
本
校
で
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
こ
の
上
な

い
喜
び
で
す
。
本
校
発
展
の
た
め

一
所
懸
命
に
務
め
た
い
と
存
じ
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

校
舎
改
築
も
着
々
と
進
ん
で
お

り
12
月
に
は
南
棟
が
完
成
す
る
予

定
で
す
。
同
時
に
、
北
棟
の
建
築

準
備
の
た
め
今
秋
よ
り
駐
輪
場
・

理
数
科
棟
の
解
体
も
徐
々
に
始
ま

る
予
定
で
す
。
創
立
１
０
０
周
年

に
向
け
て
工
事
が
続
い
て
い
き
ま

す
。
４
月
７
日
に
は
保
護
者
の
人

数
制
限
も
な
く
、
盛
大
に
厳
か
に

無
事
入
学
式
を
終
え
て
、
新
た
に

４
４
０
人
の
新
入
生
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
入
学
式
で
は

転
出
あ
い
さ
つ

３
年
後
に
は
「
剛
健
」
と
「
叡
智
」

と
「
創
造
」
の
校
訓
を
身
に
ま
と

い
、
豊
か
な
心
と
創
造
力
に
富
み
、

世
界
に
貢
献
で
き
る
人
間
に
な
っ

て
欲
し
い
と
話
し
ま
し
た
。
生
徒

諸
君
に
は
旧
校
舎
を
大
切
に
使
用

し
な
が
ら
、
新
校
舎
へ
と
学
校
生

活
の
場
を
移
す
こ
と
で
、
歴
史
と

伝
統
を
感
じ
、
変
化
す
る
校
舎
に

接
し
な
が
ら
、
未
来
の
夢
を
叶
え

る
た
め
に
自
ら
を
磨
い
て
、
成
長

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
生
徒

の
た
め
の
環
境
整
備
を
同
窓
会
の

皆
様
と
と
も
に
進
め
、
新
た
な
る

筑
高
の
教
育
を
創
造
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
職
員
一
同
、
出
来
る
限
り
の

支
援
を
生
徒
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
応
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇　
　
　

◇

�

副
校
長　

富
田　

順
二
（
高
35
）

 

こ
の
度
、

筑
紫
高
校
か

ら
着
任
し
ま

し
た
。
卒
業

後
長
い
時
間
が
経
過
し
母
校
の
姿

も
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

木
造
だ
っ
た
講
堂
は
立
派
な
ホ
ー

ル
と
な
り
、
重
厚
感
溢
れ
る
本
館

は
明
る
く
機
能
的
な
建
物
と
な
っ

て
違
う
学
校
の
よ
う
で
す
。
た
だ
、

校
歌
を
耳
に
し
た
途
端
、
筑
高
生

筑
高
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
感
染
症
対
応
に
追
わ
れ
、

校
舎
改
築
や
新
教
育
課
程
の
編
成
、

創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
準
備
な

ど
十
分
な
こ
と
が
で
き
ず
心
苦
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

筑
紫
丘
高
校
と
同
窓
会
の
今
後

益
々
の
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す

◇　
　
　

◇

　

非
常
勤
講
師

　

嶺
元　

奏
子
（
高
61
）

　

５
年
間
、

音
楽
の
非
常

勤
講
師
を
務

め
ま
し
た
。

こ
の
５
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

や
は
り
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
授
業
風
景

や
筑
高
三
大
行
事
、
校
歌
等
、
懐

か
し
さ
を
感
じ
た
も
の
た
ち
は
変

化
し
、
音
楽
も
大
半
の
こ
と
が
制

限
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、
出

来
な
い
こ
と
ば
か
り
に
と
ら
わ
れ

宮
本
副
校
長
、

　
　
　

博
多
青
松
高
副
校
長
に

で
あ
っ
た
記
憶
が
強
烈
に
蘇
り
、

懐
か
し
い
場
所
に
帰
っ
て
き
た
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
漏
れ
聞
こ

え
る
生
徒
た
ち
の
会
話
か
ら
は
以

前
と
変
わ
ら
ぬ
「
自
由
」
や
「
闊

達
さ
」
が
感
じ
ら
れ
、
頼
も
し
い

限
り
で
す
。

　

百
年
に
迫
る
歴
史
と
伝
統
に
育

ま
れ
、高
い
「
志
」
と
豊
か
な
「
才

能
」
を
併
せ
持
っ
た
後
輩
諸
君
の

活
躍
を
し
っ
か
り
後
押
し
で
き
る

よ
う
、
今
後
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
学
校
生
活
の
充
実
・
発

展
に
引
き
続
き
お
力
添
え
賜
り
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇　
　
　

◇

　

教
諭　

藤
川�

公
宏
（
高
54
）

　

本
年
度
、

筑
前
高
校
か

ら
着
任
し
ま

し
た
。
教
科

は
地
理
歴
史
・
公
民
科
で
す
。
約

20
年
ぶ
り
に
足
を
踏
み
入
れ
た
筑

令和５年度教職員の異動一覧
転  入

役職教科等 教科等 氏　名 卒業回 前　　任

校　長 渡邊　啓明 県教委

副校長 富田　順二 高35回 筑紫高校

教　諭 世界史 藤川　公宏 高54回 筑前高校

教　諭 保健体育 大隈　主税 高61回 八女高校

教　諭 数　学 味酒　安優 高70回 新任

常勤講師 国　語 西田　朱音 高70回 新任

転  出  
役職教科等 教科等 氏　名 卒業回 転 出 先

校　長 山本　博康 県教育庁

副校長 宮本　智朗 高38回 博多青松高校

非常勤講師 音　楽 嶺元　奏子 高61回 退職

紫
丘
高
校
は
、
新
校
舎
の
建
築
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
か
つ
て
自
分

が
学
ん
だ
校
舎
や
講
堂
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
や
武
道
場
な
ど
変
わ
ら
ず
に

残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
改
め

て
母
校
の
歴
史
と
伝
統
を
感
じ
、

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
学
業
は
も
ち
ろ
ん
部
活
動

や
学
校
行
事
な
ど
何
事
に
も
全
力

で
取
り
組
み
、
高
校
生
活
を
謳
歌

す
る
筑
高
生
を
全
力
で
支
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◇　
　
　

◇

　

教
諭　

大
隈　

主
税
（
高
61
）

　

本
年
度
、

八
女
高
校
か

ら
着
任
し
ま

し
た
。
高
校

卒
業
後
、「
い
つ
か
は
教
員
と
し

て
母
校
の
教
壇
に
立
て
る
と
い
い

な
」
と
思
い
描
い
て
い
た
こ
と
が

こ
ん
な
に
も
早
く
叶
っ
た
こ
と
に

驚
き
は
あ
り
ま
す
が
、
校
舎
改
築

を
機
に
大
き
く
学
校
が
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
転
換
期
だ
か
ら
こ
そ
、

変
え
ち
ゃ
い
け
な
い
不
易
の
部
分

は
伝
統
と
し
て
継
承
し
つ
つ
、
小

さ
な
革
新
を
生
み
な
が
ら
新
た
な

筑
高
を
築
い
て
い
く
一
助
に
な
れ

る
よ
う
、
目
の
前
の
こ
と
に
全
力

を
注
い
で
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

◇　
　
　

◇

　

教
諭　

味
酒　

安
優
（
高
70
）

　

新
規
採
用

職
員
と
し
て

着
任
し
ま
し

た
。
母
校
で

教
職
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
喜
び
と

責
任
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
私

は
こ
の
学
校
の
校
歌
が
好
き
で
し

た
。「
日
本
を
い
ざ
守
ら
む
／
拓

か
ん
／
創
ら
む
」
こ
の
歌
詞
を
聴

く
ま
で
、
私
は
「
日
本
」
を
主
語

に
し
て
何
か
を
考
え
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
入
学

式
で
当
時
の
校
長
先
生
が
、「
世

界
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
」

と
仰
っ
て
い
た
の
を
鮮
明
に
覚
え

て
い
ま
す
。
筑
紫
丘
は
自
分
に

と
っ
て
志
を
高
く
さ
せ
て
く
れ
る

環
境
で
し
た
。
教
員
と
し
て
も
志

を
高
く
も
ち
、
こ
の
丘
の
上
に

登
っ
て
く
る
生
徒
の
た
め
に
尽
力

し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。◇　

　
　

◇

常
勤
講
師　
西
田　

朱
音（
高
70
）

　

一
昨
年
、
教
育
実
習
に
て
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
糸
島

高
校
に
て
常

勤
講
師
と
し

て
働
か
せ
て

い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
。
社
会
人
と
し
て
は

二
年
目
に
な
り
ま
す
。
今
回
ご
縁

が
あ
っ
て
母
校
で
働
か
せ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
、
非
常
に
喜
ば
し
く

感
じ
て
お
り
ま
す
。
高
校
時
代
は
、

生
徒
会
に
所
属
し
て
様
々
な
経
験

を
し
ま
し
た
。
そ
の
経
験
が
今
の

私
を
創
っ
て
い
ま
す
。
今
度
は
私

が
教
員
と
し
て
生
徒
を
支
援
す
る

番
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
思
う
存

分
の
び
の
び
と
学
校
生
活
を
送
り
、

新
た
な
筑
紫
丘
の
歴
史
を
創
り
上

げ
て
い
け
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
よ
く
考

え
る
と
、
世
界
は
今
ま
で
も
不
便

さ
、
こ
う
し
た
い
と
い
う
欲
求
か

ら
進
化
を
続
け
て
き
た
も
の
で
す
。

そ
う
前
向
き
に
捉
え
る
と
、
様
々

な
こ
と
を
挑
戦
や
目
標
、
希
望
と

し
て
進
め
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
を
見
直
す
こ
と
、

新
た
な
気
付
き
、
目
の
前
の
こ
と

の
大
切
さ
な
ど
、
学
ん
だ
こ
と
は

私
だ
け
で
な
く
、
生
徒
た
ち
も
数

多
く
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

　

元
の
生
活
に
戻
っ
て
い
く
中
で
、

こ
れ
か
ら
の
筑
高
が
伝
統
を
取
り

戻
し
、
変
化
に
富
ん
だ
素
晴
ら
し

い
場
所
と
な
る
よ
う
、
願
っ
て
お

り
ま
す
。

福
岡
県
議
会
議
員 

 

　
　

中
牟
田　

伸　

二
（
高
28
）

福
岡
県
議
会
議
員

　
　

坪　

田　
　
　

晋
（
高
54
）

福
岡
市
議
会
議
員

伊　

藤　

嘉　

人
（
高
31
）

福
岡
市
議
会
議
員

堀　

内　

徹　

夫
（
高
35
）

福
岡
市
議
会
議
員

川　

上　

晋　

平
（
高
42
）

福
岡
市
議
会
議
員

田　

中　

慎　

介
（
高
49
）

春
日
市
議
会
議
員

岩　

渕　
　
　

穣
（
高
37
）

筑
紫
野
市
議
会
議
員

赤　

司　

祥　

一
（
高
54
）

大
野
城
市
議
会
議
員

原　

田　

真　

光
（
高
59
）

２
０
２
３
年
春

統
一
地
方
選
挙

当
選
お
め
で
と
う



令和５（2023）年６月１日（木）第 73 号（ 3 ） 筑 紫 丘 高 校 同 窓 会 会 報

令和４年度　同窓会費収支決算報告書
１．収入の部  （単位　円）

科　目 予算額 決算額 比較増減額 説　　　明
前 年 度 繰 越 金 1,679,701 1,679,701 0
会   　 　 　 費 15,236,000 15,021,600 -214,400 会費@700×延べ15,168名､ 入会金@10,000×422名　年会費@2,000×92名
雑 　 収 　 入 50,000 429,528 379,528 登録奨励金､ 寄附金他
奨 学 財 団 負 担 金 0 2,476,172 2,476,172 財団請負事務経費

計 16,965,701 19,607,001 2,641,300
２．支出の部  （単位　円）

科　目 予算額 決算額 比較増減額 説　　　明
総 　 務 　 費 7,000,000 6,269,232 -730,768
事 　 業 　 費 7,550,000 7,919,882 569,882
積 　 立 　 金 1,000,000 3,500,000 2,500,000

小　計 15,550,000 17,689,114 2,339,114
次 期 繰 越 金 1,415,701 1,917,887 502,186

計 16,965,701 19,607,001 2,641,300
残高1,917,887円は令和５年度会計への繰越金として､ 福岡銀行大橋支店及びゆうちょ銀行へ預金中

令和４年度　同窓会積立金収支決算報告書
１．収入の部  （単位　円）

科　目 予算額 決算額 比較増減額 説　　　明
繰 越 積 立 金 35,434,784 35,434,784 0
繰 　 入 　 金 1,000,000 3,500,000 2,500,000 同窓会会計から受け入れ
寄     附     金 1,700 3,741,139 3,739,439 定期総会､ ゴルフコンペ､ 各回よりの積立金

計 36,436,484 42,675,923 6,239,439
２．支出の部  （単位　円）

科　目 予算額 決算額 比較増減額 説　　　明
次 期 繰 越 金 36,436,484 42,675,923 6,239,439

計 36,436,484 42,675,923 6,239,439
残高42,675,923円は福岡銀行大橋支店に令和４年度積立金として預金中

令和４年度　教育支援基金収支決算報告書
１．収入の部  （単位　円）

科　目 予算額 決算額 比較増減額 説      明
繰 越教育支援基金 8,260,802 8,260,802 0
募   金   等 0 74,076 74,076 募金口数５口

計 8,260,802 8,334,878 74,076
２．支出の部  （単位　円）

科　目 予算額 決算額 比較増減額 説　　　明
教 育 支 援 金 3,000,000 0 -3,000,000
事 務 費 5,000 1,025 -3,975
残     高 5,255,802 8,333,853 3,078,051

計 8,260,802 8,334,878 74,076
残高8,333,853円はゆうちょ銀行（取扱店：福岡南郵便局）に令和４年度繰越金として預金中

令和４年度　 （財）筑紫丘高校同窓会奨学財団決算報告書
１．収入の部  （単位　円）

科　目 第１事業年度 前期一般財団 前期比増減額 説　　　明
受 取 寄 附 金 等 23,145,403 5,379,525 17,765,878
雑 　 収 　 入 124 14 110

計 23,145,527 5,379,539 17,765,988
２．支出の部  （単位　円）

科　目 第１事業年度 前期一般財団 前期比増減額 説　　　明
進 学 支 援 助 成 費 3,200,000 3,300,000 -100,000
そ の 他 経 常 費 用 2,609,759 1,107,371 1,502,388

小　計 5,809,759 4,407,371 1,402,388
一般正味財産期末残高 18,307,936 972,168 17,335,768
指定正味財産期末残高 3,000,000 3,000,000 0
正味財産期末残高 21,307,936 3,972,168 17,335,768

残高21,307,936円は令和５年度会計への繰越金として､ 福岡銀行大橋支店及びゆうちょ銀行へ預金中

日   付 会合・行事等 備　考

4月1日 校長等管理職へ
同窓会三役挨拶

4月4日、5月9日、6月6日、7月4
日、8月1日、9月5日、10月3日、
11月8日、12月5日、1月21日、2
月6日、3月6日

役員会

4月7日 入学式 高校440名入学
4月11日 会計監査
4月13日、5月18日、6月8日、7月
13日、8月10日、9月14日、10月
19日、11月9日、12月14日、1月
16日、3月10日

交流委員会

4月20日、7月20日、10月19日、1
月19日 研鑽委員会

4月22日、9月26日、11月2日、2
月17日、3月17日 会報委員会

4月24日 定時制部総会
4月24日 高24回生総会
4月25日 奨学財団監査 奨学財団
5月11日 第１回常任幹事会
5月13日、14日 翔丘祭 高校
6月4日 社会人講演会 高校
6月11日 定期総会 福岡国際会議場

日   付 会合・行事等 備　考
6月11日 支部長連絡会 福岡国際会議場

6月11日 第１回奨学財団
理事会 奨学財団

6月29日 奨学財団評議員会 奨学財団
6月29日、8月31日、10月14日、
11月14日、12月12日、1月16日、
2月13日、3月9日

広報委員会

7月1日 開校記念講演会 高校
7月4日、8月1日、8月30日、9月
26日、10月24日、11月1日、11月
28日、1月21日、2月20日、3月23
日

支援委員会

7月9日 高４回生総会
7月25日、26日、27日 東京･関西研修 高校
9月10日 大運動会 高校
9月11日 高71回生総会 （台風にて中止）
10月8日 丘女会講演会
10月13日 ゴルフコンペ 筑紫ヶ丘ゴルフクラブ
10月15日 高22回生総会
10月23日 関西支部総会
10月29日 三代会
11月9日 定期総会監査
11月12日 首都圏総会

日   付 会合・行事等 備　考
11月17日 高13回生総会
12月2日 学校４役面談 高校

12月9日 高６回生総会
（丘六有志の会）

12月9日 県教育委員会面談
12月10日 北九州支部総会
12月23日 高43回生総会
1月16日 奨学財団理事会 奨学財団

1月21日 第２回常任幹事会
（新春のつどい）

1月27日 令和４年度
奨学金支給式 高校

2月10日 令和４年度
奨学財団運営会議 奨学財団

2月28日 同窓会入会式（高75回） 卒業生数（421名）
3月1日 卒業式 高校

3月3日、3月20日 100周年記念事業
準備会議

3月4日 第１回GAOKA
オープンゴルフ

3月8日 奨学財団理事会 奨学財団
3月15日 第３回常任幹事会

令和４年度同窓会活動記録（本部･委員会･学校）
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ま
し
た
。
武
彦
は
、
第
一
次
長
州

征
討
（
長
州
軍
が
、
上
京
し
て
京

都
を
攻
め
た
の
で
、
征
討
の
為
、

幕
府
が
、
元
治
元
［
１
８
６
４
］

年
に
、
長
州
に
向
け
て
大
軍
を

送
っ
た
事
を
言
い
ま
す
）
に
当

た
っ
て
、
長
州
と
幕
府
の
調
停
に

尽
力
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
幕
軍

は
解
兵
と
な
り
、
長
州
は
幕
府
か

ら
攻
め
滅
ぼ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

温
存
さ
れ
ま
し
た
。
２
年
後
に
、

倒
幕
（
明
治
維
新
）
に
な
る
の
で

す
か
ら
、
こ
の
時
の
、
武
彦
の
調

停
は
明
治
維
新
が
成
立
す
る
上
で
、

極
め
て
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

以
上
、
二
つ
の
事
、
①
福
岡
の

変
と
②
建
部
武
彦
の
幕
・
長
間
の

調
停
に
つ
い
て
、
今
は
、
ほ
と
ん

ど
語
ら
れ
ま
せ
ん
。
語
ら
れ
る
と

し
て
も
、
小
さ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

し
て
し
か
出
て
き
ま
せ
ん
。
も
っ

と
、
彼
ら
の
精
神
を
考
え
、
そ
れ

を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。
そ
ん
な
気
持
か

ら
、
私
は
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

こ
の
二
つ
の
事
に
つ
い
て
書
い
た

本
を
昨
年
出
版
し
ま
し
た
。
タ
イ

ト
ル
は
『
福
岡
の
変
と
建
部
武

彦
』。
Ａ
４
版
・
７
１
４
ペ
ー
ジ

（
写
真
・
図
版
多
数
所
収
）
の
手

書
き
の
本
で
す
。
こ
の
本
を
出
す

こ
と
で
、
私
は
、
小
四
郎
や
武
彦

と
対
話
が
で
き
た
よ
う
な
思
い
で

す
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
生
き
た
時

代
に
つ
い
て
理
解
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
今
後
も
研
究
を
続
け
て

い
く
覚
悟
で
す
。

「
物
言
わ
ぬ
証
言
者
」
消
滅
に
危
機
感

「
新
編
九
州
の
戦
争
遺
跡
」
出
版

江
浜
　
明
徳
（
高
21
）

忘
れ
ら
れ
た
歴
史
と
先
祖

武
部
　
自
一
（
高
21
）

戦
争
遺
跡
、
映
画
解
説
、

幕
末
史
な
ど

多
彩
な
出
版

 

趣
味
の
映
画
鑑
賞
３
千
本 

土
器
さ
ん
（
高
29
）
が
解
説
本
出
版

「
こ
の
映
画
お
も
し
ろ
い
で
す
よ
」

　

当
同
窓
会
で
は
現
在
出
版
ブ
ー
ム
で
す
。

対
象
は
多
彩
な
分
野
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

江
浜
明
徳
さ
ん
の
「
新
編
九
州
の
戦
争
遺
跡
」、

土
器
一
彦
さ
ん
の
「
こ
の
映
画
お
も
し
ろ
い
で
す
よ
」、

武
部
自
一
さ
ん
の
「
福
岡
の
変
と
建
部
武
彦
」
の 

３
点
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
度
３
冊
目
に
あ
た
り
、
最

新
版
と
な
る
「
新
編
九
州
の
戦
争

遺
跡
」
を
２
０
２
２
年
６
月
に
出

版
し
ま
し
た
。
私
は
36
年
間
、
福

岡
市
立
高
校
社
会
科
教
員
と
し
て

教
職
員
組
合
の
担
当
者
と
し
て
、

平
和
教
育
に
取
り
組
み
、
教
材
作

成
・
戦
争
遺
跡
ツ
ア
ー
企
画
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

退
職
を
機
に
そ
の
集
大
成
と
し

て
、
11
年
前
に
地
図
・
写
真
・
説

明
文
入
り
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
形
式

で
、
九
州
の
戦
争
遺
跡
を
紹
介
す

る
著
書
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後

も
で
き
る
限
り
九
州
各
地
の
調
査

に
取
り
組
み
、
北
は
対
馬
、
南
は

奄
美
大
島
ま
で
二
百
数
十
カ
所
に

　

私
は
約
30
年
前
の
あ
る
日
、
バ

イ
ク
の
ツ
ー
リ
ン
グ
で
た
ま
た
ま

福
岡
県
小
郡
市
を
走
っ
て
い
ま
し

た
。
同
市
乙
隈
の
宝
満
橋
を
渡
ろ

う
と
し
て
、
橋
の
た
も
と
に
『
彼

岸
土
居
古
戦
場
』
と
い
う
案
内
板

が
あ
る
の
に
気
付
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
小
郡
市
教
委
が
立
て

た
も
の
で
、
内
容
は
「
明
治
10

（
１
８
７
７
）
年
４
月
１
日
、
こ

こ
彼
岸
土
居
で
、
明
治
新
政
府
に
、

不
満
の
旧
藩
士
の
一
部
１
５
０
人

（
福
岡
党
）
と
政
府
軍
と
の
間
で

　

高
29
回
卒
の
土
器
一
彦
で
す
。

こ
の
た
び
本
を
出
版
し
ま
し
た
。

題
名
は
「
こ
の
映
画
お
も
し
ろ
い

で
す
よ
」
で
す
。
父
母
が
映
画
好

き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
私
も

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
大
好
き
と
な

り
、
長
年
に
わ
た
っ
て
私
の
趣
味

と
な
り
ま
し
た
。

　

筑
高
時
代
は
、
運
動
会
、
文
化

及
び
、
昨
年
最
終
出
版
に
至
り
ま

し
た
。

　

私
が
平
和
問
題
に
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
私
が

生
ま
れ
た
か
つ
て
の
「
軍
都
久
留

米
」
で
、
悲
惨
な
空
襲
被
害
を
受

け
た
母
の
体
験
談
か
ら
で
す
。
母

の
「
絶
対
に
戦
争
は
い
け
な
い
」

と
い
う
言
葉
は
今
も
心
の
中
に
強

く
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
高

で
所
属
し
た
郷
土
研
究
部
で
培
っ

た
地
域
調
査
の
手
法
も
役
立
ち
ま

し
た
。

　

現
在
戦
争
体
験
者
の
証
言
を
聞

く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
く
な

り
、
今
回
の
著
書
で
の
聞
き
取
り

が
恐
ら
く
最
後
と
な
る
で
し
ょ
う
。

大
き
な
戦
闘
が
あ
り
、
福
岡
党
は
、

政
府
軍
か
ら
挟
撃（
き
ょ
う
げ
き
）

さ
れ
、壊
滅
的
な
敗
北
を
喫
し
た
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。（
福
岡
党

は
、
西
郷
隆
盛
・
薩
摩
軍
に
呼
応

し
て
明
治
10
年
３
月
28
日
、
福
岡

で
挙
兵
し
ま
す
。
福
岡
の
変
と
呼

ば
れ
ま
す
）

　

私
は
、
こ
れ
を
見
て
非
常
に
驚

き
ま
し
た
。
福
岡
の
変
の
史
跡
は
、

ど
こ
に
も
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
。
小
郡
の
堤
に
案
内

板
ま
で
残
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ

祭
、
予
餞
会
な
ど
の
運
営
委
員
や

生
徒
会
の
議
長
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
学
校
行
事
に
参
画
。
学
校
生
活

も
大
い
に
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い

た
私
で
す
が
、
筑
高
か
ら
北
海
道

大
学
に
進
ん
で
宮
崎
県
庁
に
就
職

し
て
か
ら
も
、
映
画
は
よ
く
観
ま

し
た
。

　

加
え
て
県
庁
を
定
年
退
職
と

な
っ
た
４
年
前
か
ら
は
、
年
間
百

数
十
本
を
主
に
映
画
館
で
鑑
賞
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
人
生
で

観
た
映
画
は
お
よ
そ
３
千
本
に
も

な
り
ま
す
か
。
定
年
退
職
を
契
機

に
、「
一
人
で
も
多
く
の
人
に
一

そ
れ
に
代
わ
り
戦
争
遺
跡
は
「
物

言
わ
ぬ
証
言
者
」
と
し
て
今
後
重

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
消
滅
す
る

戦
争
遺
跡
が
あ
る
一
方
で
、
自
治

体・地
元
の
方
々
の
熱
意
で
整
備・

保
存
さ
れ
る
も
の
も
増
え
て
い
ま

す
。

　

本
書
は
大
手
書
店
で
販
売
中
の

ほ
か
、
各
所
の
公
立
図
書
館
に
あ

り
ま
す
。
西
日
本
新
聞
の
図
書
紹

介
欄
に
も
取
り
上
げ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
興
味
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
読

み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
ま
で
の
著
書
の
内
容

は
、
Ｒ
Ｋ
Ｂ
ラ
ジ
オ
の
「
語
り
部

の
記
録
」
と
い
う
番
組
（
毎
週
土

曜
日
朝
５
時
15
分
～
30
分
）
で
放

送
中
で
す
。

　

私
の
出
版
活
動
は
こ
れ
で
終
了

し
ま
す
が
、
今
後
も
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
、
戦
争
遺
跡
の
調
査
研

究
・
報
告
会
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
（
６
月
17
日
、
福
岡
市
）
な
ど

は
続
け
て
い
き
ま
す
。

本
で
も
多
く
、
良
い
、
お
も
し
ろ

い
映
画
を
観
て
も
ら
い
た
い
」
と

の
想
い
か
ら
本
を
出
版
し
よ
う
と

思
い
立
ち
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
お
気
に
入
り
の
映
画
ベ

ス
ト
60
本
を
選
び
ま
し
た
。
例

え
ば
、『
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
』

（
１
９
６
８
年
公
開
）
は
、
Ｃ
Ｇ

や
Ⅴ
Ｆ
Ｘ
技
術
の
な
い
時
代
に
、

宇
宙
船
や
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

映
像
を
ど
の
よ
う
に
撮
っ
た
の
か
、

何
度
観
て
も
驚
き
、
不
思
議
に
感

じ
る
作
品
で
す
。

　

そ
ん
な
映
画
の
作
り
方
や
監
督

の
個
性
、
俳
優
の
演
技
、
脚
本
の

巧
み
さ
、
加
え
て
撮
影
、
特
殊
効

果
、
音
楽
・
美
術
・
衣
裳
な
ど
、

私
が
心
を
動
か
さ
れ
、
ま
た
感
心

し
た
作
品
を
並
べ
ま
し
た
。
特
に
、

実
話
を
基
に
し
た
映
画
で
は
、
実

　
「
新
編
九
州
の
戦
争
遺
跡
」
新

発
見
を
含
む
84
カ
所
を
案
内
。
各

所
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法
は
車
、
公

共
交
通
、
徒
歩
と
詳
し
く
記

載
。
２
７
２
ペ
ー
ジ
。
税
込

２
４
２
０
円
。
海
鳥
社
。
問
い
合

わ
せ
先
は
ふ
く
お
か
自
由
学
校
＝

ohyamayairochou@yahoo.
co.jp��

　

今
回
の
著
書
が
私
の
最
後
の
出

版
と
な
り
ま
す
が
、
４
年
間
実
地

調
査
に
取
り
組
み
、
地
元
出
版
社

「
海
鳥
社
」
と
編
集
協
議
の
す
え

出
版
に
至
り
ま
し
た
。
本
著
の
記

載
箇
所
は
福
岡
県
19
カ
所
、
佐
賀

県
６
カ
所
、
長
崎
県
20
カ
所
、
熊

本
県
７
カ
所
、
大
分
県
８
カ
所
、

宮
崎
県
９
カ
所
、
鹿
児
島
県
１
０

カ
所
、
戦
争
平
和
資
料
館
５
カ
所
、

合
計
84
カ
所
で
、
北
は
長
崎
県
対

馬
北
端
の
豊
砲
台
、
南
は
鹿
児
島

県
種
子
島
の
海
軍
基
地
跡
に
ま
で

及
ん
で
い
ま
す
。
変
わ
っ
た
所
で

は
標
高
１
３
０
０
ｍ
の
雲
仙
普
賢

話
と
の
相
違
点
、
実
際
の
経
緯
や

映
画
の
後
日
談
な
ど
、
私
自
身
の

う
ん
ち
く
も
書
き
加
え
て
い
ま
す
。

　

拙
著
は
自
費
出
版
な
の
で
書
店

に
は
置
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
Ａ
ｍ

ａ
ｚ
ｏ
ｎ
で
は
販
売
し
て
お
り
、

出
版
元
の
「
黒
潮
文
庫
」
で
検
索

す
れ
ば
出
て
き
ま
す
。
筑
高
関
係

の
方
々
に
ご
一
読
を
い
た
だ
け
れ

ば
、
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。
価

格
は
税
込
１
６
５
０
円
。（
３
月

４
日
付
の
西
日
本
新
聞「
読
書
欄
」

に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
）

江浜明徳（えはま・あきのり）
福岡教育大卒業後、1974年福岡
市立高校社会科教諭となる。
在任中は主に平和教育担当。 退
職後はＮＰＯ団体「ＰＰ21福岡
自由学校」 企画委員。 戦争遺跡
フィールドワーク担当

岳
山
頂
の
電
探
基
地
な
ど
も
記
載

し
て
い
ま
す
。

　

本
著
は
以
前
に
出
版
し
た
２
冊

の
内
容
と
の
重
複
は
、
重
要
な
戦

争
遺
跡
を
除
き
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
本
著
は
す
べ
て
地

図
・
写
真
付
き
の
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
。

し
て
、
福
岡
党
が
、
福
岡
城
の
攻

撃
に
失
敗
、
小
郡
ま
で
敗
走
し

て
来
た
と
分
か
り
ま
し
た
。
私

は
、
そ
の
福
岡
党
が
通
っ
た
場
所

に
立
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
に
、

福
岡
の
変
を
越
智
彦
四
郎
と
共
に

主
導
し
た
武
部
小
四
郎
は
、
私
の

５
代
前
の
祖
父
で
も
あ
り
ま
し
た
。

福
岡
の
変
の
戦
場
案
内
板
に
衝
撃

を
受
け
た
私
は
、
そ
の
後
、
福
岡

党
の
挙
兵
（
福
岡
の
変
）
に
つ
い

て
、
調
べ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

調
べ
て
い
く
中
で
、
福
岡
の
変

の
経
過
、
時
代
背
景
と
そ
の
要
因

な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
結
論

と
し
て
、
福
岡
の
変
は
明
治
10
年

の
社
会
情
勢
に
規
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
考
え
に
至
り
ま
し

た
。
即
ち
、
福
岡
の
変
は
、
明
治

新
政
府
に
よ
る
、
幕
藩
体
制
の
解

体
と
士
族
処
分
に
よ
っ
て
、
職
を

奪
わ
れ
生
活
資
金
も
絶
た
れ
た
彼

ら
福
岡
党
の
悲
痛
の
叫
び
で
あ
り
、

命
を
賭
け
た
、
政
府
へ
の
抵
抗
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。
こ
の
様
に

考
え
て
い
く
中
で
、
私
は
、
小
四

郎
と
直
接
話
す
事
が
出
来
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。
小
四
郎
や
越

智
達
、
福
岡
党
の
訴
え
る
声
が
聞

こ
え
る
様
な
気
に
も
な
り
ま
し
た
。

彼
ら
福
岡
党
が
、
過
去
か
ら
今
に

蘇
っ
た
の
で
す
。

　

も
う
一
人
、
重
要
な
人
物
に
建

部
武
彦
（
武
部
小
四
郎
の
父
）
が

い
ま
す
が
、
彼
に
つ
い
て
も
調
べ

武部自一（たけべ・じいち）
1950年東京都生まれ。 鹿児
島大学法文学部経済学科卒
業。学校事務職員を経て、現
在、歴史研究者。発表論文と
して『懐良親王と南北朝の動
乱』『天智天皇と九州』 ほか。
趣味はロックと弓道

ハ
イ
キ
ン
グ
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・

サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
行
け
る
コ
ー
ス
、

車
・
公
共
交
通
で
の
ア
ク
セ
ス
も

紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
形
式
に

し
て
お
り
、
誰
で
も
気
軽
に
行
け

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。　
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薦
を
い
た
だ
い
た
作
品
も
あ
り
ま

す
。
数
年
連
続
で
全
国
大
会
推
薦

を
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
、
今
年

度
も
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

　

現
在
は
翔
丘
祭
で
の
展
示
に
向

ザ
・
部
活

水
泳
部

　

私
た
ち
水
泳
部
は
、
上
位
大
会

へ
の
出
場
や
自
己
ベ
ス
ト
の
更
新

を
目
標
に
日
々
の
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
令
和
４
年
８
月
に
行
わ

れ
た
新
人
戦
県
大
会
で
は
ほ
と
ん

ど
の
部
員
が
出
場
し
て
完
泳
し
、

男
女
と
も
に
リ
レ
ー
や
個
人
種
目

で
９
月
、
10
月
に
沖
縄
県
で
開
催

さ
れ
た
新
人
戦
九
州
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
水
泳

部
は
学
校
で
は
武
道
場
の
上
に
あ

る
プ
ー
ル
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

そ
こ
で
泳
げ
る
の
は
４
月
か
ら
９

月
頃
ま
で
の
約
６
ヶ
月
間
で
残
り

の
期
間
は
市
民
プ
ー
ル
な
ど
で
泳

い
で
い
ま
す
。
大
会
も
他
の
運
動

部
よ
り
比
較
的
少
な
い
で
す
が
、
一
つ
一
つ
の
練
習
、
大
会
を
大
切

に
し
て
全
力
で
取
り
組
み
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
達
成
に
向
け
て
努
力
し

て
い
ま
す
。
今
は
５
月
に
開
催
さ

れ
る
春
季
選
抜
大
会
に
向
け
て
練

習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

応
援

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

（
３
年　

草
場
輝
）

写
真
部

　

私
た
ち
写
真
部
は
夏
と
秋
の
大

会
に
向
け
て
日
々
自
分
の
撮
り
た

い
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
。
ふ
と

し
た
日
常
を
切
り
取
っ
た
写
真
も

私
た
ち
に
と
っ
て
は
立
派
な
作
品

で
す
。
そ
の
た
め
写
真
部
の
活
動

は
３
６
５
日
年
中
無
休
で
行
っ
て

い
る
と
い
え
ま
す
。
ま
た
現
在
行

わ
れ
て
い
る
新
校
舎
の
建
設
の
様

子
も
撮
影
し
て
記
録
を
残
し
て
い

ま
す
＝
写
真
。

　

昨
年
度
は
多
数
の
作
品
が
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
に
推

首
都
圏
同
窓
会

　

首
都
圏
同
窓
会
で
は
２
０
２
２

年
11
月
に
『
筑
高
大
総
会
２
０ 

２
２
』
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
番
幹
事
の
45
回
生
は
「
持
続

可
能
な
、
皆
に
や
さ
し
い
総
会
」

を
目
指
し
以
下
の
３
つ
の
目
標
を

定
め
会
の
開
催
を
い
た
し
ま
し
た
。

①
【
総
会
の
単
独
黒
字
化
】

　

首
都
圏
同
窓
会
の
お
サ
イ
フ
に

や
さ
し
く
、
今
後
様
々
な
同
窓
生

支
援
が
強
化
で
き
る
よ
う
に
し
よ

う
！ 

②
【
45
回
生
も
楽
し
む
】

　

後
輩
が
「
先
輩
楽
し
そ
う
、
自

分
た
ち
も
や
っ
て
み
た
い
！
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
楽
し
も

う
！

③
【
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
】

　

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
方
に
「
楽

し
か
っ
た
。
来
年
も
参
加
し
た

い
！
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

今
後
も
世
界
中
の
色
々
な
事
情
を

抱
え
る
方
が
参
加
可
能
に
な
る
。

退
屈
さ
せ
な
い
ぞ
ー
！ 

　

①
の
単
独
黒
字
化
は
、
22
年
は

会
費
収
入
が
ゼ
ロ
と
い
う
状
況
で

飲
食
や
会
場
費
を
徹
底
的
に
削
っ

て
、
徹
底
し
た
経
費
削
減
と
た
く

さ
ん
の
皆
さ
ん
の
参
加
の
お
か
げ

で
、
参
加
費
の
み
で
会
を
実
施
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
参
加

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

②
の
45
回
生
も
楽
し
む
に
つ
い

て
は
…
も
ち
ろ
ん
、
め
ち
ゃ
く

ち
ゃ
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
！
素
敵
な
機
会
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

③
の
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
。

こ
ち
ら
が
上
手
く
い
っ
た
か
ど
う

か
は
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
人
の
ご
判
定
か
と
存
じ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
激
甘
な
ご
判
定
を
い
た
だ

き
、
２
０
２
３
年
の
総
会
に
も
ご

参
加
を
も
っ
て
◎
印
を
付
け
て
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
！

 

奨
学
財
団
寄
付
金 

  

令
和
４
年
度
の
公
益
財
団
法
人
筑
紫
丘
高
校
同
窓
会
奨
学
財
団
へ
の
寄
付
金
は
令
和

５
年
２
月
現
在
４
８
５
件
２
２
７
２
万
７
４
０
３
円
の
ご
寄
付
が
集
ま
り
ま
し
た
。

  

教
育
支
援
金
を
受
給
さ
れ
た
卒
業
生
か
ら
は
、
毎
年
お
礼
の
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
令
和
４
年
度
の
中
か
ら
４
点
を
紹
介
し
ま
す
。

事
務
局
か
ら

　

創
立
百
周
年
記
念

事
業
の
一
つ
で
あ
る

校
舎
全
面
改
築
は
現

在
第
２
期
の
南
棟
建

築
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

南
棟
は
解
体
し
た

旧
本
館
棟
の
跡
に
教
室
棟
を
新
た

に
建
設
し
て
お
り
、
令
和
５
年
12

月
竣
工
の
予
定
で
す
。

  

今
後
工
事
は
さ
ら
に
北
棟
、
体

育
館
棟
の
順
で
進
行
す
る
予
定
で

す
。　

　

第
75
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
、

令
和
５
年
３
月
１
日
に
行
わ
れ
、

４
２
１
人
の
生
徒
が
筑
紫
丘
を
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
昨
年
度
ま

で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
規
模
縮
小
・
来

場
者
制
限
あ
り
で
の
実
施
で
し
た

が
、
今
年
度
は
制
限
が
緩
和
さ
れ
、

来
賓
・
保
護
者
・
在
校
生
の
立
ち

合
い
の
も
と
従
来
に
近
い
形
で
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。
76
回
生
の

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
初
め
て
の

式
典
行
事
と
い
う
こ
と
で
、
中
に

は
式
の
途
中
で
感
極
ま
っ
て
涙
ぐ

む
生
徒
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

最
後
に
は
生
徒
た
ち
は
皆
一
様
に

晴
れ
や
か
な
顔
で
講
堂
を
後
に
し

て
い
ま
し
た
。
４
月
７
日
に
は
令

和
５
年
度
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
ち
ら
も
卒
業
式
と
同
様
、

卒
業
式
・
入
学
式

例
年
に
近
い
形
で
の
実
施
と
な
り
、

厳
粛
な
が
ら
も
華
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、、
第
78
回
生
４
４
０
名
が

新
た
に
こ
の
丘
の
一
員
と
な
り
ま

し
た
。

け
て
準
備
を
し
て
い

ま
す
。
写
真
の
魅
力

が
伝
わ
る
よ
う
な
展

示
が
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

（
３
年  

中
野
杏
梨
）

教
育
支
援
金
を
受
給
し
て

暴走死傷事故きっかけに
　私立の大学に進学することになり、予定していたより多くのお金が必
要になったため、今回のご支援はとても助かりました。
　私は中学３年生の頃に起きた東池袋自動車暴走死傷事故をきっかけ
に、法律に興味を持ちました。報道に関する誤解や加害者、被害者家
族への誹謗中傷を目の当たりにする中で、日本をもっと暮らしやすい国
にしたい、そのためにはまず自分が一つの事件に対してどう向き合うべ
きか、学ばなければいけないという思いが強くなりました。
　これから大学で法律の勉強をして、初心を忘れずに社会の役に立つ人
間になれるよう努力していこうと思います。
　また、身近な問題だけではなく、国際法や現在緊張の高まっている
国際情勢に対する理解も深めていき、ニュースで見る世界の動向を正し
く理解し、どうすれば世界が平和になるかを考え続けたいです。　本当
にありがとうございました。

ロシア語通し世界学ぶ
　有難いことに進学先が決まり、神戸市外国語大学ロシア学科に進学
することになりました。
　ロシアのウクライナ侵攻など不安定な情勢が続く昨今ではあります
が、だからこそロシア語を学び、語学を通してより深い歴史や文化に触れ、
世界の情勢に対しての関心を持てる学生になりたいです。
　私がこの大学を受験しようと思ったきっかけは、卒業生の方の講演会
で「やりたいことを大学ですべき」という言葉からでした。そこから私の
学びたいことを考え、もっと世界のことを知りたいと思うようになりまし
た。
　先輩方の助言やこうした奨学金による支援が、私たちを支えてくれてい
ることが肌で感じられて、この高校でよかったと思います。
　今回、75期生の関西圏代表幹事に就任しましたので、精一杯務めさ
せていただきます。

発展途上国で歯科治療を
　私は高校１年生の頃に歯学の新書を読み、全身健康における歯学の
大切さを知り、歯科医師になることを志しました。それから３年間、目
標を変えることなく、歯学部に入学するために全力で勉強をしてきました。
　まだ受験は終っていませんが、医療系の学部は、私立はもちろん国立
大学でも費用が高く、また教科書代も高いと聞きます。私の家庭は母
子家庭であり、母の収入のみなので不安に思っていましたが、今回いた
だいた奨学金を大学の入学時の費用に使わせていただこうと思います。
　大学に入学してからも学び続け、より良い歯科医師となることを目標
に頑張りたいです。そして将来はアジア地域の発展途上国などで歯科
治療を行いたいと考えています。日本で学んだ技術を生かし海外での医
療水準の向上に寄与したいです。
　卒業しても筑紫丘高校の卒業生であることに誇りを持ち、社会に貢献
したいと思います。

クリエーター目指す
　この度は、進学支援奨学金を支給していただき誠にありがとうござい
ます。
　私の家庭は、両親が共に自営業で収入が不安定であり、特に新型コ
ロナウイルスの影響で母の仕事が減り、さらに収入が不安定になりまし
た。そんな中、同窓会奨学財団のご支援のおかげで学費の支払いの負
担を減らすことができました。
　私は大学でメディアやデザインについて学び、日々メディアに囲まれて
過ごす私たちの生活をより豊かにするクリエーターになりたいと考えてい
ます。この将来の夢に一歩でも近づくために、大学ではこれまでの学び
を活かしながら、より深い学びのために努力を続け、苦手なことにも果
敢に挑戦し、自分の世界を広げられるよう精進します。
　私が社会人となるときは、筑紫丘の同窓生として次世代の筑紫丘生を
支える人間になれるよう努力していきます。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
か

ら
３
年
。
世
界
的
な

感
染
拡
大
は
私
た
ち

の
生
活
を
一
変
さ
せ

た
。
マ
ス
ク
を
つ
け

た
生
活
が
日
常
と
な

り
、
人
が
集
ま
る
こ
と
も
気
を
配

る
よ
う
に
な
っ
た
。
令
和
５
年
５

月
８
日
か
ら
感
染
症
法
の
位
置
付

け
が
二
類
か
ら
五
類
に
移
行
す
る

こ
と
に
伴
い
私
た
ち
の
生
活
も
少

し
ず
つ
元
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

　

現
在
小
学
校
に
勤
め
て
い
る

が
、
こ
の
３
年
間
は
感
染
対
策
を

取
り
な
が
ら
の
学
校
生
活
で
あ
っ

た
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大

は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
い

か
に
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る

か
を
改
め
て
私
た
ち
に
教
え
て
く

れ
た
。

　

思
え
ば
私
の
高
校
時
代
は
今
で

も
鮮
明
に
思
い
出
せ
る
ほ
ど
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
い
て
い
た
。
運
動
会
等

の
行
事
は
も
と
よ
り
何
気
な
い
学

校
生
活
の
中
で
い
つ
も
私
の
側
に

は
仲
間
が
い
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
仲
間
の
つ
な
が
り
は
今
で
も

私
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

マ
ス
ク
を
外
し
て
迎
え
た
４
月
。

新
た
な
出
会
い
に
胸
を
躍
ら
せ
な

が
ら
新
年
度
を
迎
え
て
い
る
。

　
（
楢
原
由
紀
子　

高
34
）

宴座

　

２
０
２
３
年 

３
月
４
日
、
新

し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
、「
Ｇ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ａ
オ
ー
プ
ン
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
秋
に

開
催
さ
れ
て
い
る
「
筑
中
筑
高
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
」
は
平
日
開
催
（
10

月
第
３
木
曜
日
）
と
い
う
こ
と
で
、

参
加
で
き
ず
に
い
た
同
窓
生
の
た

め
に
週
末
開
催
、
そ
し
て 

Ｗ
Ｅ

Ｂ
告
知
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
エ
ン
ト
リ
ー
限

定
と
い
う
新
し
い
形
の
コ
ン
ペ
で

す
。 

今
回
は
、
名
門
「
伊
都
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
」
に
て
、
晴
れ
わ
た

る
空
の
下
、
40
名
が
熱
い
プ
レ
ー

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

表
彰
式

懇
親
会
で
は
学
年
の
垣
根
を
超
え

た
異
業
種
交
流
も
あ
り
、
こ
ん
な

　

研
鑽
委
員
会
は
創
立
１
０
０
周

年
に
向
け
て
同
窓
生
が
い
つ
ま
で

も
集
い
、
学
び
合
え
る
場
と
機
会

を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

初
め
て
の
主
催
事
業
で
あ
る

「
学
び
の
会
」
第
一
回
は
４
月
22

日
（
土
）
同
窓
会
会
館
の
会
場
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
で
、
23
回
生
の
高
原
要
次
委
員

長
に
「
論
語
・
大
学
に
学
ぶ
＂
人

間
学
＂」
と
題
し
て
講
義
い
た
だ

き
ま
し
た
＝
写
真
。

　

高
原
さ
ん
は
、
永
年
企
業
研
修

を
事
業
と
し
て
こ
ら
れ
た
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
。「
五
倫
」や「
五
常
」、

「
大
学
」「
論
語
」
な
ど
古
典
を
紐

解
き
な
が
ら
、『
学
び
』
と
は
何
か
、

人
間
を
磨
く
『
人
間
学
』
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
学
び
て
時
に
こ
れ
を
習
う
。

ま
た
よ
ろ
こ
ば
し
か
ら
ず
や
」
の

企
画
を
待
っ
て
い
た
！
と
い
う
嬉

し
い
声
も
多
数
頂
い
て
お
り
ま

す
。 

次
回
も
公
式
Ｈ
Ｐ
、
Ｆ
Ｂ
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
て
告
知
い
た
し
ま
す

の
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て 

く
だ
さ
い

ね
！

名
言
の
と
お
り
、
満
席
の
会
場
参

加
者
も
、
各
地
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
者
も
、共
に
「
学
び
を
愉
し
む
」

ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。
遠
く
海

外
か
ら
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
参
加
の
皆
様
、
運
営
に
全
面

的
に
協
力
い
た
だ
い
た
丘
女
会
の

皆
様
、『
学
び
の
会
』
第
一
回
が

成
功
裡
に
、
終
わ
り
ま
し
た
こ
と

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
学
び
の
会
」
の
第
２
回
目
は

第第
11
回回  

Ｇ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ａ
オ
ー
プ
ン
開
催
！

Ｇ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ａ
オ
ー
プ
ン
開
催
！

「
論
語
・
大
学
に
学
ぶ
人
間
学
」
ご
報
告
と

次
回
の
お
知
ら
せ

　
「
学
び
て
時
に
こ
れ
を
習
う
。

ま
た
よ
ろ
こ
ば
し
か
ら
ず
や
」

途
中
離
脱
も
や
む
な
し

か
」
と
心
配
を
か
け
て

ば
か
り
。

　

そ
う
し
て
、
話
は
冒

頭
の
縦
走
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
戻
る
。

　
「
丘
で
学
ん
で
お
け

ば
よ
か
っ
た
な
あ
」

　

山
岳
部
が
あ
る
の
は

知
っ
て
い
た
。
当
時
の

私
に
は
飛
び
込
む
勇
気

な
ど
ま
る
で
ナ
シ
。
高
校
時
代

か
ら
学
ん
で
お
け
ば
ど
ん
な
人

生
が
開
け
た
だ
ろ
う
。「
山
女

日
記
」（
湊
か
な
え
さ
ん
）
の

ド
ラ
マ
み
た
い
に
、
山
岳
ガ
イ

ド
に
な
っ
て
た
り
し
て
…
な
ど

と
妄
想
し
つ
つ
、
高
校
Ｈ
Ｐ
の

部
活
紹
介
を
開
い
て
み
た
。「
県

大
会
女
子
の
部
２
位
、
九
州
大

会
出
場
」
と
あ
る
。
素
敵
！　

ぜ
ひ
、
弟
子
入
り
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

丘
で
学
ん
だ

C
h
ik
u
s
h
ig
a
o
k
a
 S
to
rie
s

⑥

　

と
あ
る
日
曜
日
。
私
は
福
岡

県
宗
像
市
の
四
塚
連
山
（
湯
川

山
、
孔
大
寺
山
、
金
山
、
城
山
）

縦
走
コ
ー
ス
に
い
た
。
今
年
に

入
っ
て
初
め
て
の
山
歩
き
。
標

高
３
０
０
～
４
０
０
㍍
の
山
々

だ
か
ら
と
甘
く
考
え
る
と
泣
き

を
見
る
。
急
斜
面
の
登
り
下
り

で
所
要
時
間
７
～
８
時
間
。
最

近
仕
事
が
立
て
込
ん
で
い
た
か

ら
、
超
絶
運
動
不
足
。
ひ
た
す

ら
重
い
足
を
動
か
し
な
が
ら
、

締
め
切
り
迫
る
こ
の
原
稿
の
こ

と
も
考
え
る
。
ネ
タ
が
な
い
。

浮
か
ん
だ
の
は
「
丘
で
学
ん
で

お
け
ば
よ
か
っ
た
、
だ
な
あ
」。

　

１
９
９
６
年
に
新
聞
社
に
入

り
、
文
化
部
や
長
崎
勤
務
を
経

て
５
年
目
で
社
会
部
へ
。「
サ

ツ
回
り
」
と
呼
ば
れ
る
事
件
担
当

に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
夜
討
ち

朝
駆
け
」
の
日
々
。
朝
は
警
察
官

の
出
勤
前
、
夜
は
帰
宅
を
待
ち
受

け
て
取
材
す
る
。

　

思
う
よ
う
に
ネ
タ
も
取
れ
な
い

私
に
声
を
掛
け
て
く
れ
た
先
輩
が

い
た
。「
週
末
、
宝
満
山
に
登
ら

ん
？
」。
山
好
き
の
県
警
幹
部
が

い
て
、
土
日
の
早
朝
は
必
ず
登
っ

て
い
る
と
い
う
。「
山
な
ら
、
雑

談
く
ら
い
応
じ
て
く
れ
る
も
ん

ね
」。
半
信
半
疑
で
週
末
宝
満
登

山
を
始
め
た
。
確
か
に
山
中
で
出

会
う
と
、
い
か
つ
い
警
察
官
も
柔

和
な
表
情
。「
ち
ょ
っ
と
立
ち
話
」

か
ら
「
ラ
ー
メ
ン
を
作
っ
て
も
ら

う
」
ま
で
進
歩
し
た
。
つ
い
ぞ
特

ダ
ネ
は
も
ら
え
な
か
っ
た
け
ど
…
。 　

転
勤
で
中
断
し
た
後
、
ま
た
社

会
部
に
戻
っ
て
裁
判
所
担
当
に
な

る
と
、
今
度
は
集
団
訴
訟
の
弁
護

団
と
の
懇
親
会
で
山
の
話
に
花
が

咲
い
た
。「
行
く
？
」「
行
き
た
い

で
す
！
」
と
な
り
、
九
州
各
地
の

ほ
か
、
年
に
一
度
は
北
ア
ル
プ
ス

遠
征
も
目
指
す
グ
ル
ー
プ
の
一
員

に
し
て
も
ら
っ
た
。

　

以
来
、
10
年
余
り
。
九
州
な

ら
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
九
重
連

山
、
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
咲
く
大
崩

山
。
北
ア
ル
プ
ス
は
奥
穂
高
岳
に

始
ま
り
、
燕
岳
か
ら
槍
ケ
岳
を
目

指
す
表
銀
座
縦
走
、
剱
岳
も
踏
破

で
き
た
。
時
に
裁
判
や
解
決
ま
で

の
交
渉
の
裏
話
を
聞
き
、
連
載
企

画
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と

も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
大
半
は
仕
事

を
忘
れ
て
山
に
浸
っ
た
。
も
は
や

山
行
は
、
私
に
と
っ
て
大
切
な
仕

事
の
糧
、
人
生
の
糧
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
決
定
的
な
課
題
が
付
い

て
回
る
こ
と
に
な
る
。
体
力
不
足
、

筋
力
不
足
だ
。
加
え
て
言
う
な
ら

地
図
読
み
も
苦
手
。
遠
征
の
た
め

数
日
間
の
休
み
を
取
る
前
は
仕
事

が
詰
ま
り
、
徹
夜
明
け
で
飛
行
機

に
乗
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
初
日
は

大
抵
バ
テ
バ
テ
状
態
。
登
り
始
め

て
10
分
で
足
が
つ
り
「
こ
れ
は

「
丘
で
学
べ
ば
よ
か
っ
た
」と
思
う
こ
と

西
日
本
新
聞
社
社
会
部
長
　
阪
口
　
由
美（
高
44
）

「丘女会」だより

　丘女会は今年10周年を迎えますが、母校創立100周年に向けて更
に前進してまいりたいと思います。
　同窓会活動に女性も加わってほしいとの声から発足した丘女会
は、毎年開催してきたイベント（講演や音楽会）を通して学び、
集い、同窓生の親睦を深めてまいりました。また広報誌『OKAME 
STYLE』ではさまざまな分野で自分らしさを発揮しながら活躍す
る“丘女”をご紹介し、多くの方に喜んでいただております。更に
歴代の丘女会役員から現在の同窓会会長・副会長・理事が選出され、
設立の目的「連携」「自己研鑽」「母校への貢献」は少なからず果
たせたのではないかと考えております。
　一方、社会の中で女性は依然困難な状況に置かれている場面が
多く、今後も“丘女”を後押しする取り組みは継続してまいります。
　これまでの積み重ねを大切にしつつ、今後は同窓会本部の研鑽
委員会とタッグを組んでのイベントやセミナーの開催、『OKAME 
STYLE』の更なる充実・発展など、新たなステップに踏み出して
ゆこうと計画中です。
　そのためにも、男女を問わず幅広い年代の同窓生の中から一緒
に活動するメンバーを募りたいと思います。イベント企画や映像・
デザイン関係、取材、ライティングなど、得意な分野で力を発揮
していただきながら、在校生・同窓生のために楽しく活動してみ
ませんか。豊富な人材の実力を結集し、創立100周年、さらにその
先を見据えて充実した活動の輪を広げてまいりたいと思います。

丘女会、更に前進！
　　発足10周年をテコに

会長  内田洋子（高24）

公式HPリニューアル！ 広報委員会より
　皆様、同窓会公式HPに名簿登録はされていますか？
創立100周年に向けて公式ホームページをリニューアルし
ました！　数字で見る筑紫丘高校や新校舎建て替えの様
子、同窓会の基礎情報、総会の申し込みから支払いま
でＨＰの中で完了できるようになりました。
　同窓生がいつでも、ちょっと寄ってみたくなる、役に立つ、
心地よいコミュニティを目指して、今後、同窓生が経営す
るお店情報を掲載する筑高タウンページや人物紹介など
のコンテンツも充実させていく予定です。掲載してほしい
情報やアイデア、また記事の制作に興味がある方、どう

ぞ担当までご連絡ください。
　リニューアル同窓会公式HPにご期待
ください。

　太田由美子（高32回）
　八尋　一樹（高48回）

第
一
回
「
学
び
の
会
」
研
鑽
委
員
会

10
月
14
日
（
土
）「
１
０
０
年
時

代
の
人
生
を
よ
り
よ
く
生
き
る
」

と
題
し
て
、
対
面
形
式
で
『
変
身

資
産
』
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

第
３
回
は
２
月
17
日（
土
）「
個
人・

企
業
・
国
家
の
安
心
・
安
全
」
に

つ
い
て
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み

は
そ
れ
ぞ
れ
約
２
か
月
前
よ
り
同

窓
会
Ｈ
Ｐ
や
ラ
イ
ン
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
同
窓
会
公
式

Ｈ
Ｐ
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。


